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開 催 の 趣 旨 

 

 国民スポーツ大会の趣旨に則り、その予選会として、北信越地域の

人々に広くスポーツを普及し、スポーツ精神の高揚を図り、健康増進

と体力向上を目指し、併せて、５県の親睦と交流を深めるとともに、

地方のスポーツ振興及び文化の発展に寄与することを目的とする。 

スポーツを行う者の心得 

（「日本スポーツ協会スポーツ憲章」抜粋） 

 

●スポーツを愛し、楽しむために、自発的に行う。 

●競技規則はもとより、自ら属する団体の規則を遵守し、フェアプ

レーの精神を尊重する。 

●常に相手を尊重しつつ、自己の最善を尽くす。 

●アンチ・ドーピングに関する規定を遵守する。 
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あ い さ つ 

 

 

第 47回北信越国民スポーツ大会 会長 
公益財団法人長野県スポーツ協会 会長 

長野県知事 阿 部  守 一 

 

 

 第 47 回北信越国民スポーツ大会がここ長野県において盛大に開催され

ますことを心よりお慶び申し上げますとともに、北信越各県からお越しい

ただきました選手、監督、役員の皆様に、県民を代表して心から歓迎申し

上げます。 

 本大会は、青森県で開催される「青の煌めきあおもり国スポ」への北信

越ブロック代表の座を競う重要な大会であり、各競技において出場権獲得

を目指す熱い戦いが繰り広げられます。大会を通じて、県民のスポーツに

対する関心が一層高まるとともに、北信越ブロックにおけるスポーツの振

興と競技力の向上が図られることを大いに期待しております。 

本県では、昨年７月に令和 10 年の信州やまなみ国スポ・全障スポの開

催が正式に決定し、昨年 12 月には信州やまなみ国スポの競技会会期が決

定いたしました。現在、会場地市町村や県内競技団体をはじめとする関係

機関と緊密に連携しながら、全国の皆様をお迎えするための準備を進めて

いるところです。本大会の多くの競技会場では、２年後に信州やまなみ国

スポ・全障スポの競技が行われます。本大会が、両大会に向けた気運の醸

成につながるよう取り組んでまいります。 

さて、本県は、雄大な自然や歴史ある温泉、そして地域の風土に育まれ

た食や伝統工芸などの特産品に恵まれております。県外からお越しの皆様

には、地域ごとに異なる魅力を有する長野県の奥深い観光資源についても、

存分にご堪能いただければ幸いです。 

結びに、本大会の開催に当たり、多大なご尽力を賜りました会場地の市

町村をはじめ、関係者の皆様に厚く御礼申し上げますとともに、選手の皆

様のご健闘とご活躍を心から祈念申し上げ、あいさつといたします。 
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お祝いの言葉 

 

 

長野県議会議長 依 田 明 善  

 

 

 

 

第 47 回北信越国民スポーツ大会が、長野県において盛大に開催

されますことをお祝い申し上げ、選手及び御関係の皆様方の御来県

を、地元長野県議会を代表いたしまして、心から歓迎申し上げます。 

 各県での厳しい予選を勝ち抜き、県代表として本大会への出場を

果たされた選手の皆様、誠におめでとうございます。 

 本大会は、青森県で開催される第 80 回国民スポーツ大会「青の煌

めきあおもり国スポ」の予選会として、また、北信越地域のスポー

ツ振興や交流に寄与するものとして、これまで 40 年以上にわたり

開催されてきた大変伝統のある大会でございます。 

 選手の皆様には、日々の練習の成果を十分に発揮され、輝かしい

成果を収められますとともに、本大会を通じ、選手相互の友情を大

いに深め、末永く心に残る素晴らしい大会となることを祈念申し上

げます。 

 また、日頃から選手の育成やスポーツ振興に御貢献いただいてお

ります関係者の皆様のこれまでの御努力に対し深く敬意を表しま

すとともに、引き続きスポーツを通じた地域活性化に御尽力いただ

きますよう、お願い申し上げます。 

本年は、明治９年に筑摩県と長野県が合併して現在の長野県が誕

生してから 150 周年を迎える節目の年でもあり、県内各地で様々な

イベントが開催されています。本県には、豊かな自然環境はもとよ

り、地域独自の多様な伝統文化や時代を先取りする最先端技術の集

積など、先人たちが築きあげてきた数多くの魅力があります。皆様

には、この機会にぜひ信州の魅力に触れ、本県に関心を寄せていた

だければ幸いです。 

結びに、本大会の開催に当たり、多大な御尽力をいただきました

関係の皆様に心から感謝を申し上げますとともに、本大会の御成功

と選手の皆様の御健闘を祈念申し上げ、お祝いの言葉といたします。 
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あ い さ つ 
            

 

          

         長野県ローイング協会 会 長 

下諏訪町長 宮 坂  徹  

 

 

第47回北信越国民スポーツ大会が、ここ「歴史と文化のまち」下諏訪町

において開催されますことを、町民を代表して心より歓迎申し上げます。

また、北信越各県から日頃の鍛錬の成果を胸に、諏訪湖に集結された選

手、監督、役員の皆様に、深く敬意を表します。 

この諏訪湖は、古くから多くのローイング競技の愛好家に愛され、数々

のドラマと感動を生み出してきた歴史ある「聖地」であります。また、令

和10年の信州やまなみ国スポのローイング競技の会場として決定していま

す。波静かな湖面にローイング艇を浮かべ、頂点を目指して漕ぎ出す皆様

の熱い姿は、見る者すべてに大きな勇気と感動を与えてくれるものと確信

しております。 

本大会は、青森県で開催される「青の煌めきあおもり国スポ」への北信

越ブロック代表の切符をかけた、極めて重要な戦いであります。出場され

る皆様におかれましては、これまで積み重ねてきた努力の全てを出し切

り、悔いのないベストパフォーマンスを発揮されますよう、心より期待し

ております。 

当町は、諏訪大社下社の門前町として、また古くからの湯のまちとし

て、多くの皆様をお迎えしてまいりました。競技の合間には、ぜひ湖畔か

ら望む雄大な八ヶ岳や霧ヶ峰の景観に目を向け、下諏訪温泉で日頃の疲れ

を癒やしていただければ幸いです。 

結びに、本大会の開催にあたり多大なるご尽力を賜りました大会関係者

の皆様に深く感謝申し上げますとともに、本大会が選手の皆様にとって実

り多きものとなり、北信越ブロックの絆がより一層深まることを祈念し、

ご挨拶とさせていただきます。皆様のご健闘とご活躍をお祈りいたしま

す。 
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秀  樹 

会 長 宮 坂 徹

副 会 長 戸 嶋 坂 上 英 行 焼 田 宏 明 井 上 学

顧 問 中 山 透 山 田 典 史 北 澤 裕 矢 島 正 恒

村 松 史 貴 中 島 伸 一 青 木 成 雄 青 木 悟

参 与 小 林 正 俊 沖 山 亘 胡 桃 薫 木 村 里 至

奥 村 守 司 河 西 達 雄 藤 森 武 滝 脇 正 志

宮 坂 一 則 伊 東 敏 隆 天 野 修 一 松 村 史 貴

大 澤 崇

委 員 長 木 下 芳 樹

副 委 員 長 北 澤 勝 己 杉 村 篤 牛 山 英 俊 野 原 佐 智 夫

髙 橋 修 大 江 洋 造 河 口 智 洋

委 員 小 林 淳 司 高 橋 典 子 藤 森 佳 明 両 角 大 介

藤 森 元 大 朝 倉 大 貴 後 藤 愛 也 香 原 織 江

立 野 陸 小 谷 憲 昭 小 池 裕 太 飯 沼 敏

久 保 田 和 美 山 田 隆 加 藤 良 信 小 口 正 志

守 屋 洋 明 和 多 田 一 山 口 健 太 郎 橋 本 研 吾

寺 下 行 麿 小 松 章 五 味 空 音

競　技　会　役　員

5



競 漕 委 員 長 木 下 芳 樹

競 漕 委 員 河 口 智 洋 野 原 佐 智 夫 髙 橋 修 大 江 洋 造

審 判 長 木 村 行 男

副 審 判 長 高 橋 典 子

審 判 員 加 藤 弘 則 加 藤 美 香 安 達 歩 大 浜 上 真 嘉

笠 間 俊 哉 木 村 勇 人 野 村 治 和 飯 沼 敏

久 保 田 和 美 山 田 隆 伊 東 敏 隆 宮 坂 俊 郎

小 口 正 志 芳 澤 智 恵 子 守 屋 丈 幸 立 石 武 彦

両 角 将 代 志 伊 藤 貴 裕 大 野 恭 照 加 藤 良 信

宮 坂 哲 也 斎 藤 美 保 武 居 幸 代 藤 森 謙 太 朗

総 務 委 員 長 杉 村 篤

総 務 委 員 両 角 大 介 藤 森 元 大 朝 倉 大 貴 宮 原 璃 奈

石 野 巳 代 内 澤 伸 治 遠 藤 文 規 小 口 弘 晃

奥 原 美 由 紀 河 西 は る み 高 橋 昇 竹 淵 正 明

中 島 洋 一 藤 森 直 幸 両 角 久 美 矢 崎 順 子

山 田 兼 司 伊 藤 貴 裕 遠 藤 敏 恵 小 口 る み

北 澤 勝 己 小 池 裕 太 西 村 芳 恵 平 林 理 恵

記 録 放 送 委 員 長 小 林 淳 司

記 録 放 送 委 員 小 谷 憲 昭 小 池 裕 太 河 西 昭 夫 河 西 颯 太

木 村 里 至 花 岡 和 弘 濱 綾 菜 藤 牧 宏 彰

藤 森 俊 介 宮 坂 恵 谷 戸 良 明 西 村 芳 恵

平 林 理 恵 藤 森 元 大

放 送 委 員 岡谷南高校漕艇部員

水 路 委 員 長 藤 森 佳 明

水 路 委 員 加 藤 良 信 小 口 正 志 宮 坂 一 則 松 﨑 文 彦

宮 下 喜 則

会 場 委 員 長 牛 山 英 俊

会 場 委 員 後 藤 愛 也 香 原 織 江 立 野 陸 朝 倉 大 貴

金 子 明 北 澤 勝 己 小 林 淳 司 杉 村 篤

田 中 敏 彦 名 取 大 地 野 田 郁 真 藤 森 元 大

守 屋 洋 明 両 角 大 介 宮 原 璃 奈 植 松 杏 実

牛 山 啓 武 居 俊 樹 手 塚 知 丹 中 山 優 衣

補 助 員 諏訪清陵高校・下諏訪向陽高校・岡谷南高校　各漕艇部員

競　技　役　員 
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＜開　始　式＞ ＜表　彰　式＞

※連絡先：0266-78-4171（国スポ推進室）

代表者会議

諸　会　議　日　程

式　典　次　第

実施しない 実施しない

理事長会議

会議名

下諏訪ローイングパーク　ＡＱＵＡ未来

オンライン会議で実施

期　日

７月18日（土）

７月18日（土）

時　間

午後３時から

午後５時から

場　所
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7月19日（日）

区分 レースNo. 発艇時刻 種別・種目

1 8:00 少年女子シングルスカル

2 8:10 少年男子シングルスカル

3 8:20 成年女子シングルスカル

4 8:30 成年男子シングルスカル

5 8:40 少年女子ダブルスカル

6 8:50 少年男子ダブルスカル

7 9:00 成年女子ダブルスカル

8 9:10 少年女子舵手つきクォドルプル

9 9:20 少年男子舵手つきクォドルプル

10 9:30 成年女子舵手つきクォドルプル

11 9:40 成年男子舵手つきフォア

12 10:00 少年女子シングルスカル

13 10:10 少年男子シングルスカル

14 10:20 成年女子シングルスカル

15 10:30 成年男子シングルスカル

16 10:40 少年女子ダブルスカル

17 10:50 少年男子ダブルスカル

18 11:00 成年女子ダブルスカル

19 11:10 少年女子舵手つきクォドルプル

20 11:20 少年男子舵手つきクォドルプル

21 11:30 成年女子舵手つきクォドルプル

22 11:40 成年男子舵手つきフォア

競　技　日　程

決
勝
Ⅰ

決
勝
Ⅱ

休　　憩

【競技上の規則及び試合方法（競技実施要項より抜粋）】
・決定レースは２回行い、種別・種目ごとのブロック代表クルー数に応じて上位から代
表を決める。１回目と２回目のレースにおいて、代表クルーの決定に影響する順位の入
替えがあったときは、当該クルーによる決定レースを行う。
・荒天等によるレースの可否判断は競漕委員会が決定し、レースが成立しない場合は、
各県ローイング協会理事長会議で決定する。
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成年男子舵手つきフォア
決勝Ⅰ
ﾚｰｽN0./時分 クルー名 レーン あがり 着順 1,000ｍGOAL 500ｍLAP 風速方向

① 　’　　” 　’　　”

11 ② 　’　　” 　’　　”

9:40 ③ 　’　　” 　’　　”

④ 　’　　” 　’　　”

⑤ 　’　　” 　’　　”

決勝Ⅱ
ﾚｰｽN0./時分 クルー名 レーン あがり 着順 1,000ｍGOAL 500ｍLAP 風速方向

① 　’　　” 　’　　”

22 ② 　’　　” 　’　　”

11:40 ③ 　’　　” 　’　　”
④ 　’　　” 　’　　”
⑤ 　’　　” 　’　　”

決定戦
ﾚｰｽN0./時分 クルー名 レーン あがり 着順 1,000ｍGOAL 500ｍLAP 風速方向

① 　’　　” 　’　　”

② 　’　　” 　’　　”
③ 　’　　” 　’　　”
④ 　’　　” 　’　　”
⑤ 　’　　” 　’　　”

成年男子シングルスカル
決勝Ⅰ
ﾚｰｽN0./時分 クルー名 レーン あがり 着順 1,000ｍGOAL 500ｍLAP 風速方向

① 　’　　” 　’　　”

4 ② 　’　　” 　’　　”

8:30 ③ 　’　　” 　’　　”

④ 　’　　” 　’　　”

⑤ 　’　　” 　’　　”

決勝Ⅱ
ﾚｰｽN0./時分 クルー名 レーン あがり 着順 1,000ｍGOAL 500ｍLAP 風速方向

① 　’　　” 　’　　”

15 ② 　’　　” 　’　　”

10:30 ③ 　’　　” 　’　　”
④ 　’　　” 　’　　”
⑤ 　’　　” 　’　　”

決定戦
ﾚｰｽN0./時分 クルー名 レーン あがり 着順 1,000ｍGOAL 500ｍLAP 風速方向

① 　’　　” 　’　　”

② 　’　　” 　’　　”
③ 　’　　” 　’　　”
④ 　’　　” 　’　　”
⑤ 　’　　” 　’　　”

競 技 成 績

2/5

2/5

北信越代表

2/5

2/5

北信越代表
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成年女子舵手つきクォドルプル
決勝Ⅰ
ﾚｰｽN0./時分 クルー名 レーン あがり 着順 1,000ｍGOAL 500ｍLAP 風速方向

① 　’　　” 　’　　”

10 ② 　’　　” 　’　　”

9:30 ③ 　’　　” 　’　　”

④ 　’　　” 　’　　”

⑤ 　’　　” 　’　　”

決勝Ⅱ
ﾚｰｽN0./時分 クルー名 レーン あがり 着順 1,000ｍGOAL 500ｍLAP 風速方向

① 　’　　” 　’　　”

21 ② 　’　　” 　’　　”

11:30 ③ 　’　　” 　’　　”
④ 　’　　” 　’　　”
⑤ 　’　　” 　’　　”

決定戦
ﾚｰｽN0./時分 クルー名 レーン あがり 着順 1,000ｍGOAL 500ｍLAP 風速方向

① 　’　　” 　’　　”

② 　’　　” 　’　　”
③ 　’　　” 　’　　”
④ 　’　　” 　’　　”
⑤ 　’　　” 　’　　”

成年女子ダブルスカル
決勝Ⅰ
ﾚｰｽN0./時分 クルー名 レーン あがり 着順 1,000ｍGOAL 500ｍLAP 風速方向

① 　’　　” 　’　　”

7 ② 　’　　” 　’　　”

9:00 ③ 　’　　” 　’　　”

④ 　’　　” 　’　　”

⑤ 　’　　” 　’　　”

決勝Ⅱ
ﾚｰｽN0./時分 クルー名 レーン あがり 着順 1,000ｍGOAL 500ｍLAP 風速方向

① 　’　　” 　’　　”

18 ② 　’　　” 　’　　”

11:00 ③ 　’　　” 　’　　”
④ 　’　　” 　’　　”
⑤ 　’　　” 　’　　”

決定戦
ﾚｰｽN0./時分 クルー名 レーン あがり 着順 1,000ｍGOAL 500ｍLAP 風速方向

① 　’　　” 　’　　”

② 　’　　” 　’　　”
③ 　’　　” 　’　　”
④ 　’　　” 　’　　”
⑤ 　’　　” 　’　　”

2/5

2/5

北信越代表

1/5

1/5

北信越代表
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成年女子シングルスカル
決勝Ⅰ
ﾚｰｽN0./時分 クルー名 レーン あがり 着順 1,000ｍGOAL 500ｍLAP 風速方向

① 　’　　” 　’　　”

3 ② 　’　　” 　’　　”

8:20 ③ 　’　　” 　’　　”

④ 　’　　” 　’　　”

⑤ 　’　　” 　’　　”

決勝Ⅱ
ﾚｰｽN0./時分 クルー名 レーン あがり 着順 1,000ｍGOAL 500ｍLAP 風速方向

① 　’　　” 　’　　”

14 ② 　’　　” 　’　　”

10:20 ③ 　’　　” 　’　　”
④ 　’　　” 　’　　”
⑤ 　’　　” 　’　　”

決定戦
ﾚｰｽN0./時分 クルー名 レーン あがり 着順 1,000ｍGOAL 500ｍLAP 風速方向

① 　’　　” 　’　　”

② 　’　　” 　’　　”
③ 　’　　” 　’　　”
④ 　’　　” 　’　　”
⑤ 　’　　” 　’　　”

少年男子舵手つきクォドルプル
決勝Ⅰ
ﾚｰｽN0./時分 クルー名 レーン あがり 着順 1,000ｍGOAL 500ｍLAP 風速方向

① 　’　　” 　’　　”

9 ② 　’　　” 　’　　”

9:20 ③ 　’　　” 　’　　”

④ 　’　　” 　’　　”

⑤ 　’　　” 　’　　”

決勝Ⅱ
ﾚｰｽN0./時分 クルー名 レーン あがり 着順 1,000ｍGOAL 500ｍLAP 風速方向

① 　’　　” 　’　　”

20 ② 　’　　” 　’　　”

11:20 ③ 　’　　” 　’　　”
④ 　’　　” 　’　　”
⑤ 　’　　” 　’　　”

決定戦
ﾚｰｽN0./時分 クルー名 レーン あがり 着順 1,000ｍGOAL 500ｍLAP 風速方向

① 　’　　” 　’　　”

② 　’　　” 　’　　”
③ 　’　　” 　’　　”
④ 　’　　” 　’　　”
⑤ 　’　　” 　’　　”

3/5

3/5

北信越代表

2/5

2/5

北信越代表
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少年男子ダブルスカル
決勝Ⅰ
ﾚｰｽN0./時分 クルー名 レーン あがり 着順 1,000ｍGOAL 500ｍLAP 風速方向

① 　’　　” 　’　　”

6 ② 　’　　” 　’　　”

8:50 ③ 　’　　” 　’　　”

④ 　’　　” 　’　　”

⑤ 　’　　” 　’　　”

決勝Ⅱ
ﾚｰｽN0./時分 クルー名 レーン あがり 着順 1,000ｍGOAL 500ｍLAP 風速方向

① 　’　　” 　’　　”

17 ② 　’　　” 　’　　”

10:50 ③ 　’　　” 　’　　”
④ 　’　　” 　’　　”
⑤ 　’　　” 　’　　”

決定戦
ﾚｰｽN0./時分 クルー名 レーン あがり 着順 1,000ｍGOAL 500ｍLAP 風速方向

① 　’　　” 　’　　”

② 　’　　” 　’　　”
③ 　’　　” 　’　　”
④ 　’　　” 　’　　”
⑤ 　’　　” 　’　　”

少年男子シングルスカル
決勝Ⅰ
ﾚｰｽN0./時分 クルー名 レーン あがり 着順 1,000ｍGOAL 500ｍLAP 風速方向

① 　’　　” 　’　　”

2 ② 　’　　” 　’　　”

8:10 ③ 　’　　” 　’　　”

④ 　’　　” 　’　　”

⑤ 　’　　” 　’　　”

決勝Ⅱ
ﾚｰｽN0./時分 クルー名 レーン あがり 着順 1,000ｍGOAL 500ｍLAP 風速方向

① 　’　　” 　’　　”

13 ② 　’　　” 　’　　”

10:10 ③ 　’　　” 　’　　”
④ 　’　　” 　’　　”
⑤ 　’　　” 　’　　”

決定戦
ﾚｰｽN0./時分 クルー名 レーン あがり 着順 1,000ｍGOAL 500ｍLAP 風速方向

① 　’　　” 　’　　”

② 　’　　” 　’　　”
③ 　’　　” 　’　　”
④ 　’　　” 　’　　”
⑤ 　’　　” 　’　　”

2/5

2/5

北信越代表

2/5

2/5

北信越代表
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少年女子舵手つきクォドルプル
決勝Ⅰ
ﾚｰｽN0./時分 クルー名 レーン あがり 着順 1,000ｍGOAL 500ｍLAP 風速方向

① 　’　　” 　’　　”

8 ② 　’　　” 　’　　”

9:10 ③ 　’　　” 　’　　”

④ 　’　　” 　’　　”

⑤ 　’　　” 　’　　”

決勝Ⅱ
ﾚｰｽN0./時分 クルー名 レーン あがり 着順 1,000ｍGOAL 500ｍLAP 風速方向

① 　’　　” 　’　　”

19 ② 　’　　” 　’　　”

11:10 ③ 　’　　” 　’　　”
④ 　’　　” 　’　　”
⑤ 　’　　” 　’　　”

決定戦
ﾚｰｽN0./時分 クルー名 レーン あがり 着順 1,000ｍGOAL 500ｍLAP 風速方向

① 　’　　” 　’　　”

② 　’　　” 　’　　”
③ 　’　　” 　’　　”
④ 　’　　” 　’　　”
⑤ 　’　　” 　’　　”

少年女子ダブルスカル
決勝Ⅰ
ﾚｰｽN0./時分 クルー名 レーン あがり 着順 1,000ｍGOAL 500ｍLAP 風速方向

① 　’　　” 　’　　”

5 ② 　’　　” 　’　　”

8:40 ③ 　’　　” 　’　　”

④ 　’　　” 　’　　”

⑤ 　’　　” 　’　　”

決勝Ⅱ
ﾚｰｽN0./時分 クルー名 レーン あがり 着順 1,000ｍGOAL 500ｍLAP 風速方向

① 　’　　” 　’　　”

16 ② 　’　　” 　’　　”

10:40 ③ 　’　　” 　’　　”
④ 　’　　” 　’　　”
⑤ 　’　　” 　’　　”

決定戦
ﾚｰｽN0./時分 クルー名 レーン あがり 着順 1,000ｍGOAL 500ｍLAP 風速方向

① 　’　　” 　’　　”

② 　’　　” 　’　　”
③ 　’　　” 　’　　”
④ 　’　　” 　’　　”
⑤ 　’　　” 　’　　”

2/5

2/5

北信越代表

2/5

2/5

北信越代表
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少年女子シングルスカル
決勝Ⅰ
ﾚｰｽN0./時分 クルー名 レーン あがり 着順 1,000ｍGOAL 500ｍLAP 風速方向

① 　’　　” 　’　　”

1 ② 　’　　” 　’　　”

8:00 ③ 　’　　” 　’　　”

④ 　’　　” 　’　　”

⑤ 　’　　” 　’　　”

決勝Ⅱ
ﾚｰｽN0./時分 クルー名 レーン あがり 着順 1,000ｍGOAL 500ｍLAP 風速方向

① 　’　　” 　’　　”

12 ② 　’　　” 　’　　”

10:00 ③ 　’　　” 　’　　”
④ 　’　　” 　’　　”
⑤ 　’　　” 　’　　”

決定戦
ﾚｰｽN0./時分 クルー名 レーン あがり 着順 1,000ｍGOAL 500ｍLAP 風速方向

① 　’　　” 　’　　”

② 　’　　” 　’　　”
③ 　’　　” 　’　　”
④ 　’　　” 　’　　”
⑤ 　’　　” 　’　　”

2/5

2/5

北信越代表

14



成年男子舵手つきフォア 成年男子シングルスカル

長野県 長野県
監督名取 大地 太陽工業（株） 監督 名取 大地 太陽工業（株）
Ｃ 立野 陸 太陽工業（株） Ｓ 渡辺 将太 立教大学
Ｓ 内田 智也 太陽工業(株)
3 宮澤 光樹 早稲田大学
2 堀内 祐汰 東洋技研（株）
Ｂ 横内 大輝 法政大学
補 茅野 喜一 東京経済大学

予 田中 敏彦
社会福祉法人この街福祉 会こ
の街きっず学園

福井県 福井県
監督倉谷 郁也 関西電力（株） 監督 倉谷 郁也 関西電力（株）
Ｃ 青池 翔太 関西電力（株） Ｓ 山口 遥平 関西電力（株）
Ｓ 菅原 陸翔 関西電力（株）
3 兼康 慎 関西電力（株）
2 志賀 充真 関西電力（株）
Ｂ 柴崎 峻佑 日本大学
補 靍野 良太朗 関西電力（株）
予 川渕 蓮 関西電力（株）

新潟県 新潟県
監督菊地 真人 東日本旅客鉄道（株） 監督 菊地 真人 東日本旅客鉄道（株）
Ｃ 佐藤 豪 新潟大学 Ｓ 中島 大成 新潟大学
Ｓ 田村 豊 新潟大学
3 高島 悠 慶応義塾大学
2 坂上 端英 新潟RC
Ｂ 高橋 遼平 新潟大学
補 狩野 翔 新潟大学

石川県 石川県
監督村井 啓介 かけはし産業（株） 監督 村井 啓介 かけはし産業（株）
Ｃ 内田 伊咲 金沢大学 Ｓ 首田 笙 富山国際大学
Ｓ 若崎 晴斗 石川県ローイング協会
3 村井 航太郎 中央大学
2 村井 大輔 中央大学
Ｂ 安田 和慎 中央大学
補 村田 篤則 金沢大学

富山県 富山県
監督寺下 行麿 (公財)富山県スポーツ協会 監督 寺下 行麿 (公財)富山県スポーツ協会

Ｃ 奥野 広晟 北陸電力（株） Ｓ 井上 悠翔 富山国際大学
Ｓ 小柴 健太朗 富山国際大学
3 川口 真巧 富山国際大学
2 山田 チディ 富山国際大学
Ｂ 江本 拓斗 東レ滋賀
補 村上 陽亮 法政大学
予 大山 誠人 富山国際大学

監督・選手名簿
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成年女子舵手つきクォドルプル 成年女子ダブルスカル

長野県 長野県
監督牛山 英俊 諏訪総合設計（株） 監督 牛山 英俊 諏訪総合設計（株）
Ｃ 北原 泰斗 東京経済大学 Ｓ 船田 柚葉 太陽工業（株）
Ｓ 野村 明日香 東北大学 Ｂ 古村 愛結 龍谷大学
3 小野 紗耶果 早稲田大学 予 宮原 璃奈 下諏訪町役場
2 小松 国穂 明治大学
Ｂ 松澤 翠子 東京大学
補 中山 優衣 八十二長野銀行
予 原 織江 HANDWORKS haori

福井県 福井県
監督武長 凪那 関西電力（株） 監督 武長 凪那 関西電力（株）
Ｃ 馬野 彩加 関西電力（株） Ｓ 小野寺 紗耶 早稲田大学
Ｓ 江田 歩未 関西電力（株） Ｂ 東野 花 同志社大学
3 武田 望花 関西電力（株） 予 清水 空 関西電力（株）
2 川村 海 関西電力（株）
Ｂ 林 直美 富山国際大学
補 松吉 花心 関西電力（株）
予 野瀬 彩音 中部電力パワーグリッド（株）

新潟県 新潟県
監督大野 真吾 新潟県ローイング協会 監督 大野 真吾 新潟県ローイング協会
Ｃ 中枝 寛香 同志社大学 Ｓ 馬場 麻佳 新潟大学
Ｓ 菊地 遥 新潟大学 Ｂ 舟崎 璃音 新潟大学
3 猪俣 早希子 日本体育大学
2 金谷 りさ 川崎医科大学
Ｂ 太田 珠乃 新潟大学
補 栗田 初 新潟大学

石川県 石川県
監督岩井 嘉人 創和テキスタイル（株） 監督 岩井 嘉人 創和テキスタイル（株）
Ｃ 竹村 ゆきの 金沢大学 Ｓ 森分 万織 金沢大学
Ｓ 笹島 唯衣 金沢大学 Ｂ 宮地 真未 金沢大学
3 竹澤 愛 金沢大学
2 西原 佳奈 金沢大学
Ｂ 奈良 茜音 金沢大学
補 小島 陽菜 金沢大学
予

富山県 富山県
監督中島 和紀 中越合金鋳工（株） 監督 中島 和紀 中越合金鋳工（株）
Ｃ 木戸 柚良 富山国際大学 Ｓ 沖田 海里 北陸電気工業（株）
Ｓ 宮口 迪子 立命館大学 Ｂ 布村 紗雪 東京経済大学
3 田知本 遥奈 富山国際大学
2 久保 晶 富山国際大学
Ｂ 長澤 雪乃 明治大学
補 滝澤 明日花 北陸電気工業（株）
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成年女子シングルスカル 少年男子舵手つきクォドルプル

長野県 長野県
監督牛山 英俊 諏訪総合設計（株） 監督 守屋 洋明 下諏訪向陽高等学校（教）

Ｓ 長﨑 未帆 東京経済大学 Ｃ 恩田 眞史 諏訪清陵高等学校
Ｓ 春日 将太朗 岡谷南高等学校
3 田中 皇成 岡谷南高等学校
2 青木 亮太 諏訪清陵高等学校
Ｂ 岩﨑 恒汰 諏訪清陵高等学校
補 石原 朋樹 諏訪清陵高等学校
予 赤羽 涼汰 諏訪清陵高等学校

福井県 福井県
監督武長 凪那 関西電力（株） 監督 大同 秀憲 若狭高等学校（教）
Ｓ 岩本 結愛 関西電力（株） Ｃ 魚住 智仁 美方高等学校

Ｓ 一瀬 弥満登 若狭高等学校
3 一瀬 統吾 若狭東高等学校
2 石丸 風芽 美方高等学校
Ｂ 志賀 奎太 美方高等学校
補 山田 凰介 美方高等学校
予 鳥左近 太成 美方高等学校

新潟県 新潟県
監督大野 真吾 新潟県ローイング協会 監督 山口 健太郎 日本文理高等学校（教）
Ｓ 青山 実吹 デンソーオルカリス Ｃ 田村 健晃 新潟高等学校

Ｓ 益子 寧音 新潟高等学校
3 大野 晋太郎 新潟高等学校
2 山本 貫太レオナルド 新潟高等学校
Ｂ 星野 賢太郎 新潟高等学校
補 山田 福一郎 新潟高等学校

石川県 石川県
監督岩井 嘉人 創和テキスタイル（株） 監督 安田 誠二 小松明峰高等学校（教）
Ｓ 押味 美空 富山国際大学 Ｃ 四辻 淳 小松明峰高等学校

Ｓ 任田 翼 小松明峰高等学校
3 武田 健汰 小松明峰高等学校
2 丹羽 珀斗 小松明峰高等学校
Ｂ 角尾 歩夢 小松明峰高等学校
補 上村 昊大 小松明峰高等学校

富山県 富山県
監督中島 和紀 中越合金鋳工（株） 監督 佐藤 優吏 富山工業高等学校(教)
Ｓ 高山 来瞳 富山国際大学 Ｃ 石田 知寛 富山工業高等学校

Ｓ 坂井 脩一郎 富山工業高等学校
3 道島 楓翔 富山工業高等学校
2 宮田 一颯 富山工業高等学校
Ｂ 野澤 海愛 富山工業高等学校
補 安村 拓 富山工業高等学校
予 阿部 大翔 八尾高等学校
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少年男子ダブルスカル 少年男子シングルスカル

長野県 長野県
監督牛山 啓 諏訪清陵高等学校（教） 監督 牛山 啓 諏訪清陵高等学校（教）
Ｓ 佐野 天里 岡谷南高等学校 Ｓ 小林 蒼太朗 岡谷南高等学校
Ｂ 島田 晴琉 諏訪清陵高等学校
予 猪股 遥人 諏訪清陵高等学校

福井県 福井県
監督浅妻 幹晴 敦賀工業高等学校（教） 監督 浅妻 幹晴 敦賀工業高等学校（教）
Ｓ 伊藤 大陽 美方高等学校 Ｓ 大同 章成 敦賀工業高等学校
Ｂ 髙田 翔 美方高等学校
予 和多田 海吏 美方高等学校

新潟県 新潟県
監督石田 久美子 polite&beautySAKURA 監督 石田 久美子 polite&beautySAKURA
Ｓ 城代 晃寿 新潟高等学校 Ｓ 齊藤 翠 新潟南高等学校
Ｂ 吉田 和真 新潟高等学校

石川県 石川県
監督加藤 丈司 津幡高等学校（教） 監督 加藤 丈司 立津幡高等学校（教）
Ｓ 北野 拓真 小松明峰高等学校 Ｓ 吉本 篤司 立津幡高等学校
Ｂ 菅井 悠大 小松明峰高等学校
予 越後 璃久 小松明峰高等学校

富山県 富山県
監督河口 智洋 富山工業高等学校（教） 監督 河口 智洋 富山工業高等学校（教）
Ｓ 宮田 射知 富山工業高等学校 Ｓ 河部 俊太 八尾高等学校
Ｂ 高野 央丞 富山工業高等学校
予 藤井 祐希 富山工業高等学校
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少年女子舵手つきクォドルプル 少年女子ダブルスカル

長野県 長野県
監督後藤 愛也香 諏訪清陵高等学校（教） 監督 小林 淳司 セイコーエプソン（株）
Ｃ 中野 和紡 岡谷南高等学校 Ｓ 青木 ののせ 諏訪清陵高等学校
Ｓ 五十嵐 澪 岡谷南高等学校 Ｂ 大友 のどか 諏訪清陵高等学校
3 髙野 美優 岡谷南高等学校 予 小林 愛彩 諏訪清陵高等学校
2 後藤 あん 諏訪清陵高等学校
Ｂ 宮澤 杏奈 岡谷南高等学校
補 市川　 璃胡 岡谷南高等学校
予 長沼 玖留美 諏訪清陵高等学校

福井県 福井県
監督荒木 祐作 美方高等学校（教） 監督 加茂 亮太 若狭東高等学校（教）
Ｃ 一ノ宮 愛苺 美方高等学校 Ｓ 田中 結愛 若狭東高等学校
Ｓ 井上 奈々瀬 美方高等学校 Ｂ 海透 奈月 若狭東高等学校
3 前田 寧々 美方高等学校 予 吉村 朱夏 若狭東高等学校
2 藤田 益多 美方高等学校
Ｂ 堂本 莉音 美方高等学校
補 岩堀 そら 美方高等学校

新潟県 新潟県
監督石田 聡 新潟県ローイング協会 監督 渡辺 研二 新潟県ローイング協会
Ｃ 大塚 柚希 新潟南高等学校 Ｓ 齋藤 日和 新潟高等学校
Ｓ 湯浅 志月 新潟南高等学校 Ｂ 廣田 莉奈 新潟高等学校
3 成海 羽那 新潟南高等学校
2 石井 時羽 新潟南高等学校
Ｂ 椿 まい音 新潟南高等学校
補 中返 彩未 新潟南高等学校

石川県 石川県
監督髙澤 隆介 小松明峰高等学校（教） 監督 谷野 智了 七尾高等学校（教）
Ｃ 横川 桃果 小松明峰高等学校 Ｓ 和田 佐保子 小松高等学校
Ｓ 中村 碧葉 小松明峰高等学校 Ｂ 山口 玉貴 小松高等学校
3 河野 佐來 小松明峰高等学校 予 旭 杏樹 小松高等学校
2 義本 遥加 小松明峰高等学校
Ｂ 宮下 栞奈 小松明峰高等学校
補 南 莉子 小松明峰高等学校
予 岡野 音羽 小松明峰高等学校

富山県 富山県
監督水本 孝志 富山国際大学ボート部 監督 坂本 勝 八尾高等学校（教）
Ｃ 水家 凛空 八尾高等学校 Ｓ 山田 花笑 八尾高等学校
Ｓ 島田 栞那 八尾高等学校 Ｂ 田畑 亜依 八尾高等学校
3 津田 紗綾 八尾高等学校
2 伊藤 らむ 八尾高等学校
Ｂ 町 咲良 八尾高等学校
補 田中 玲來 八尾高等学校
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少年女子シングルスカル

長野県
監督小林 淳司 セイコーエプソン（株）
Ｓ 名村 一乃 諏訪清陵高等学校

福井県
監督加茂 亮太 若狭東高等学校（教）
Ｓ 金森 有咲 美方高等学校

新潟県
監督渡辺 研二 新潟県ローイング協会
Ｓ 柴沢 真央 新潟南高等学校

石川県
監督谷野 智了 七尾高等学校（教）
Ｓ 丸山 莉央 七尾高等学校

富山県
監督坂本 勝 八尾高等学校（教）
Ｓ 河口 美晴 八尾高等学校
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第 47回北信越国民スポーツ大会ローイング競技 

レースにあたっての審判上の諸注意 

 

 今大会は、（公社）日本ローイング協会競漕規則、本大会要項、以下の審判上の諸注意及び代 

表者会議での決定事項に基づき、レースを運営します。 

 

１．健 康 

  各クルーは、健康管理に十分注意を払い、万全の状態でレースに臨むこと。熱中症予防のほ

か、感染症対策にも留意すること。体調不良を感じた場合は、速やかに最寄りの競技会役員・

審判員に申し出ること。 

２．事故防止と完全確保及び航行ルールの遵守 

（１）天候について 

大会中、天候の急変等によりクルーの安全が確保できない状況や危険が生じた場合、もし

くはそれが予想された場合、大会や続行中のレースを中断する場合がある。 

（２）航行ルールについて 

① 出艇時コースを横断するため、レースの状況を注視するなど、安全に十分に注意すること。

特に0m～100mはスタートの呼び込みと交錯し接触する可能性があるため、100m～200mを

コースに直角に横断すること。 

② 発艇2分前から発艇位置に設置されたパトライトを点灯する。パトライト点灯中はコースを横

断しないこと。これに違反するとイエローカードを与える。 

③ レース前の練習については、航行規則を守り、周囲の安全を確認の上注意して行うこと。決

められた水域以外（消波堤の外等）には行かないこと。 

④ レース時の航行規則では練習水域は900m地点のオレンジ色のブイで折り返すこと。1000m

の判定に影響が出る恐れがあるため、950mの境界ブイを越えないように注意すること。 

⑤ 練習水域の途中のブイで折り返すことも可能ですが他のクルーと接触事故のないように注

意すること。 

⑥ 諏訪湖ではコースの真横が練習水域となります。練習水域での航行中、およびコース岸側

を帰艇中、レース艇が来たときは、必ず 100m 手前で止まり、レース艇が通過するのを待つ

こと。これに違反するとイエローカードを与える。 

⑦ 練習中又は回漕中に航行ルールを守らず他艇に接触・衝突したクルーには「イエローカード」

を与え、重大な航行ルール違反の場合には「レッドカード」を与え、除外とする。 

 

（３）安全用具について 

① 全てのレース艇は、艇首に直径４cm 以上のゴム又はこれに類似の材質で、中空でない白

色の「バウボール」を取り付けていること。これに違反したクルーは「失格」となる。 

② 落水時の安全を確保するため、フットストレッチャー（ストレッチャー、シューズなど漕手の足

を保持するすべての装置）は、漕手が緊急時において速やかにボートから離脱することが

できる（クイックリリースフットストレッチャー）形式とする。 

※「クイックリリースフットストレッチャー」とは以下のものをいう。  

(ア) 足を保持するフットストレッチャーが艇に残る場合は、足が容易に解放されるようにフッ
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トシューズの踵が水平位置より上に上がらないよう、ヒールロープにより両足それぞれ

独立して固定すること。さらに、漕手がシューズから足を外す際に、靴ひも、マジックテ

ープ、または同様の素材を開ける必要がある場合は、漕手が片手で引く簡単な一動作

ですぐに両足が解放できる構造であること。 

(イ) フットストレッチャーが艇に残らない場合は、漕手が手を使わずに容易に両足が解放さ

れる構造又は手が届きやすい紐や解除装置の「片手による簡単な一操作」で、すぐに

両足が解放できる構造であること。 

    また、次の場合はレッドカードが与えられ、除外とする。 

⚫ ヒールロープが無い場合（フットストレッチャーが艇に残るタイプの場合に限る。） 

⚫ ヒールロープはあるが、結んでいない場合 

⚫ ヒールロープを結んでいるが、フットストレッチャーの踵が水平位置より上にあがる

場合 

⚫ レース前はヒールロープを結んでいたが、レース中に伸びたり切れたりして、フット

ストレッチャーの踵が水平位置より上にあがる場合 

３．各種手続き（届出） 

  棄権・メンバー変更・ブレード変更（不統一）の「届出」や「願」の手続きは、定められた時間まで

に所定の手順により競漕委員会へ行うこと。 

４．監視と舵手計量 

（１） 監視はメンバー構成、ユニフォーム、ヒールロープ、バウボール等を確認するため、桟橋にて

レースの出漕の都度行うので、監視審判員の指示に従うこと。監視を経ずに出漕することはで

きない。 

（２） 舵手の体重は、ユニフォーム及び一部装着が認められたパーソナルアイテムを含め、男子

種目 55.0 ㎏以上、女子種目 50.0 ㎏以上とする。これに満たない者は、規定の重量に達するた

め監視員から貸与された最大 15.0 ㎏のデッドウエイトを舵手の最も近い所に置かなければなら

ない。この場合において、舵手は監視員の求めがあればデッドウェイトの重量検査等を受けな

ければならない。 

デッドウエイトの携行を命ぜられたクルーが、当該デッドウエイトを携行せずにレースに出漕し

た場合、「レッドカード」が与えられ「除外」となる。 

（３） 舵手計量は、最初に出漕するレースの２時間前から１時間前までにアクア未来 A シャッター

内の「舵手計量所」で受けること。規定時間内に計量を受けない場合は「失格」となる。なお、

計量所での飲食は禁止する。 

（４） 同じ舵手が規定時間内で受けることができる計量（公式計量）は１回限りとする。なお、舵手

計量所の隣に設置する計量器は自由に使用することができるが、この計量器の数値を公式計

量とすることはない。 

５．ユニフォーム及び服装 

（１） クルーは、出漕に際し統一したユニフォームを着用すること。「統一したユニフォーム」とは、

「外見が全く同じもの」のことであり、色褪せ、迷彩模様・幾何学模様、個人名・イニシャル、ポ

ジション名等の記載（刺繍等）が異なったものは「統一したユニフォーム」とは見なさない。また、

ユニフォームの他に着用する帽子・鉢巻・アンダーシャツ、アンダーレギンス、靴下なども統一

されていなければならない。靴下について、揃えられない場合は、レース時に艇の外から見え
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ないようにすること。なお、靴下を脱いで揃えることはクルーの判断に任せる。 

（２） 帽子・鉢巻については、クルー内で着用する者と着用しない者がいても不問とする。 

６．発艇定刻の厳守と発艇号令 

（１） レースに出漕するクルーは、発艇定刻２分前までに所定の発艇位置（ステイクボート）に付け

ること。特段の事情がない限り、遅れたクルーには「イエローカード」を与える。艇の故障等で発

艇定刻までに到着できない場合は、必ず最寄りの審判員に申し出て指示を受けること。ただし、

申し出があっても発艇定 刻は概ね１レース程度しか変更しない。 

（２） 許可なく発艇定刻に遅れ、レースに参加できなかったクルーは「DNS」となる。 

（３） 発艇定刻２分前になったら、各クルーの責任で進行方向を定め、いつでも発艇できる準備を

すること。なお、風波等の影響により、「クイックスタート」を用いる場合がある。 

（４） 発艇号令は、「発艇旗」により行う。 

 

７．レース中の留意事項 

（１） レース中に艇の故障やオールの破損等があっても救済措置はない。同様に、これらに伴う異

議は認めないので、各クルーの責任で十分に点検等を行ってレースに臨むこと。 

（２） 全てのクルーは、自己のレーン内を進行しなければならない。他のレーンへの侵害や、他艇

に妨害を及ぼすおそれのあるクルーに対し、審判が注意を与えることがある。この場合、主審

は白旗を掲げ、当該クルー名をコールし、進むべき方向へ白旗を振り下ろす。 

（３） レース中、障害物の出現、岸や回漕レーンで待機するクルーに衝突するなどの危険が切迫

している クルーに対し、白旗を掲げ「〇〇止まれ！」と指示し、当該クルーのみを停止させるこ

とがある。 

（４） 主審が、何らかの理由によりレース全体を止める場合は「赤旗を振り」、「鐘を鳴らして」、「止

まれ！」と指示する。 

（５） 主審艇は、レース状況により遅れたクルーを追い越す場合がある。この場合、主審艇に追い

越されたクルーは主審艇の波を被ることがあるが、このことによる異議の申し立ては受け付け

ない。 

８．レース中の選手の落水 

（１） レース中に漕手が落水（転覆）した場合、自力で速やかに乗艇（回復）し、決勝線を通過すれ

ば着順を認める。ただし、舵手を欠いて決勝線を通過したクルーは失格となる。 

（２） 自力での乗艇に手間取り、次のレースに支障をきたすとき又は安全上の問題があると審判

が判断したときには救助する。この場合、当該クルーは「DNF」となる。 

９．指導・警告・除外とその取扱い 

（１） クルーが違反・不正行為などを行った場合は、指導や警告（違反等の内容により「注意」、「イ

エローカード」、「レッドカード」のいずれか。）を与える。同一ラウンド内でイエローカードが２回与

えられるとレッドカード（除外）となる。審判がイエローカード、レッドカードを与えるときは、該当

色のカードを当該クルーに提示する。 

（２） （公社）日本ローイング協会競漕規則、本大会要項、以下の審判上の諸注意及び代表者会

議での決定事項に基づかない事柄で、審判が特に重大・重要と判断した内容のときには「イエ

ローカード」を与える場合がある。 

（３） クルーが受けた「イエローカード」は、レースが終了した時点で解消するが、レース終了後の
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回漕中に受けたイエローカードは、大会中の次のレースまで持ち越すものとする。 

（４） 今大会の決勝Ⅰにおいて「レッドカード（除外）」を受けたクルーが決勝Ⅱに出漕する場合、他

のクルーとの公平性を期すため、決勝Ⅰを正常な競漕速度でレースを漕了しなければならない。

また、決勝Ⅰで代表権内の着順を得たクルーが決勝Ⅱにおいて「レッドカード」となった場合も

同様に、決勝Ⅱを正常な競漕速度で漕了しなければならない。これに違反したクルーは、失格

となることがある。 

10.レースの終了後 

（１） 決勝線を通過したクルーは、全クルーが決勝線を通過した後、主審が旗を掲げるまでその場

で待機すること。主審が「白旗を掲げた」場合はレースの終了を示すものなので、帰艇すること

ができる。主審が「赤旗を掲げた」場合は当該レースに疑義があったことを示すものなので、主

審の指示を待つこと。 

（２） 出漕したレースに異議がある場合は、主審が旗を掲げる前に挙手のうえ主審に申し出てるこ

と。 

（３） 主審の決定に対して不服があるクルーは、当該決定の通知後１時間以内にその所属団体の

代表若しくは代理人を通じるなどで、審判の資格を有する者３名（当該決定を下した審判を除

く。）で構成する不服審査委員会に対し、文書で不服を申し立てることができる。不服審査委員

会に提出する文書は、審判長席に提出すること。 

（４） 異議申立に対する不服申立に加え、以下の事項に対する不服申立を、異議申立を経ずに不

服審査委員会へ書面で行うことができる。手順等は、競漕規則・細則第 75条のとおりとする。な

お、「当協会所定の書式」とは、不服申立の対象となる状況の説明（レース番号と種別、状況説

明、写真等参考資料）と、不服の根拠となる規則・規程の条文及び所属団体代表者の署名と提

出日が記載されていれば良く、用紙の種類やレイアウト等の様式は問わない。 

(ア) DNS、DNF、最下位付置、除外、失格等のペナルティ 

(イ) 他のクルーの異議申立が認められた結果、何らかの影響を受ける場合 

(ウ) 発表されたレース結果 

11.伴走の禁止 

  自動車・自転車等による伴走は禁止する。伴走を発見した場合、競漕委員会は当該団体に対

し除外・失格を含む適切な措置を行う。 

12.その他 

（１） 電子的通信装置および許可データ 

① レース中（レース用の航行ルールが適用されている全時間帯）、電気的又は電子的な手

段によるクルーと艇の外部とのいかなる方向の交信及びデータの送受信も許されない。ただ

し、レース経過の追跡のために競漕委員会が特に認めた場合は、当該レースの全艇に同

種・同重量の電子的通信装置（GPS 等）を取り付けることができる。  

② レース中のクルーに艇内での計測・記録・保存が許されるデータは、以下の情報のみと 

する。  

(ア) タイム 

(イ) ストローク・レート 

(ウ) 艇速/加速度 エ．心拍数 

③ 前項の情報は「許可データ」と呼ばれ、「許可データ」を収集するための機器や装置の持
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込みは許可される。さらに、「許可データ」から直接由来する情報がレース後の使用の目的

のためにレース中記録されることも許可される。 

④クルーは、②、③で許可されたもの以外のデータや情報をレース中に計測、記録、保存す 

ることはできない。 

⑤ 本条に違反したクルーは、失格になることがある。 

（２） 各クルーは、各自でバウナンバープレートを艇首に取り付けて出漕すること。 
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下諏訪ローイングパーク・駐車場案内図 
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至 諏訪大社下社 春宮 至 長和町 

至 諏訪市 

至 諏訪市 

  

185 
下諏訪駅 

AQUA未来（艇庫） 
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下諏訪町役場 
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駐車場② 

駐車場① 
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自

動

車

道 

諏訪湖 

至 岡谷市 

  

諏訪大社

下社秋宮 

 大社通り 

御田町 

艇積込場所 

●駐車場について 

駐車場①・・・普通自動車専用駐車場 

ヘリポートが隣接しているため、救急及び災害等の緊急時にヘリが

離発着する可能性があります。スムーズに搬送が出来るよう運転手が

常駐するなど常に乗り出せる状態でいてください。また、ヘリの離発

着による小石などの飛散により車両が傷つく恐れがあります。 

バス等の大型車両につきましては駐車できません。 

 

駐車場②・・・普通自動車およびバス等大型車駐車場 

運転手の常駐は必要ありません。 

駐車区画等を設けていないため、奥からの駐車にご協力ください。 

●岡谷ＩＣから競技会場まで 

・中央自動車道岡谷ＩＣ下車 

・信号「岡谷ＩＣ」を左折 

・信号「20号バイパス入口」を左折 

・国道 20号を諏訪市方面へ直進 

・信号「春宮大門」を右折 

・県道 185号を諏訪湖方面へ直進 
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県　名 種別 宿　舎　名 所　在　地 電　話

成年男子

成年女子

少年男子

少年女子

成年男子 上諏訪ステーションホテル 諏訪市湖岸通り4丁目10番15号 0266-57-0001

成年女子 岡谷セントラルホテル 岡谷市本町1-4-7 050-1807-4105

少年男子

少年女子

成年男子 ＲＡＫＯ華乃井ホテル 諏訪市高島2-1200-3 0266-54-0555

成年女子 岡谷セントラルホテル 岡谷市本町1-4-7 050-1807-4105

少年男子

少年女子

成年男子 エルボン辰野 上伊那郡辰野町赤羽169-1 0266-44-1100

成年女子 ちのスカイビューホテル 茅野市塚原2-16-7-1 0266-71-1010

少年男子

少年女子

長野県 成年女子 ホテルクラウンヒルズ岡谷インター 岡谷市中央町1-7-13 050-1807-2838

0266-54-0555

エルボン辰野 上伊那郡辰野町赤羽169-1 0266-44-1100

宿　舎　一　覧 

福井県

石川県

富山県

ホテルクラウンヒルズ岡谷インター

ちのスカイビューホテル

岡谷市中央町1-7-13

茅野市塚原2-16-7-1

050-1807-2838

0266-71-1010

新潟県

上諏訪ステーションホテル 諏訪市湖岸通り4丁目10番15号 0266-57-0001

ＲＡＫＯ華乃井ホテル 諏訪市高島2-1200-3
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会 場 名

郵 便 番 号 ・ 住 所 〒393-0046 諏訪郡下諏訪町10615番地8（東赤砂）

競技会本部責任者 競漕委員長 木下　芳樹

電 話 番 号 ( 携 帯 )

Ｆ Ａ Ｘ 番 号

E-mail ア ド レ ス

会 場 名

郵 便 番 号 ・ 住 所 〒393-0046 諏訪郡下諏訪町10615番地8（東赤砂）

記 録 本 部 責 任 者 記録放送委員長 小林　淳司

電 話 番 号 ( 携 帯 )

Ｆ Ａ Ｘ 番 号 0266-78-4183

E-mail ア ド レ ス

医 療 機 関 名

郵 便 番 号 ・ 住 所 〒394-8512 長野県岡谷市本町四丁目１１番３３号

電 話 番 号 0266-23-8000

医 療 機 関 名

郵 便 番 号 ・ 住 所 〒392-8510 長野県諏訪市湖岸通り五丁目１１番５０号

電 話 番 号 0266-52-6111 ※受診時に事前連絡必須

医 療 機 関 名

郵 便 番 号 ・ 住 所 〒393-0077 長野県諏訪郡下諏訪町２１４（矢木町）

電 話 番 号 0266-28-2012

名 称

〒380-8570 長野県長野市大字南長野字幅下692-２

長野県国スポ・全障スポ大会局競技運営課内

電 話 番 号 026-235-7283

Ｆ Ａ Ｘ 番 号 026-235-7499

諏訪共立病院

大 会 本 部

第47回北信越国民スポーツ大会実行委員会事務局

郵便番号・住所

下諏訪ローイングパーク

0266-78-3221(AQUA未来)

rowing@town.shimosuwa.lg.jp

会場最寄（救急）医療機関

岡谷市民病院

諏訪赤十字病院

記　録　本　部

競　技　会　本　部

下諏訪ローイングパーク

0266-78-3221(AQUA未来)

0266-78-4183

rowing@town.shimosuwa.lg.jp
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